
は市になって を迎えました！

粟　貴章 市長
野々市市議会
中村　義彦 議長

野々市市民劇団nonoの
皆さん

フォルテ児童合唱団
小林　柚奈 さん

松本　信孝 さん　恵梨佳 さん
澪 ちゃん　一花ちゃん

防災・減災プロジェクト Ｓ
ソ ラ
ｏＲＡ

青柳　奏未 さん

祝・ 野 々 市 市 制 施 行
10周年 ( ノ )・ω・( ヾ )
この 10年間は、イベントに
行ったときとかにみんなに
たくさん遊んでもらったし、
Twitter でもたくさんの人
とお友達になることができ
たの (*‘ω‘=三=‘ω‘*)
　これからも野々市とみん
なをつなぐ架け橋になって、
野々市をもっと盛り上げて
いきたいの！ 10 年後は、
野々市もぼくももっと有名
になっていたらいいなー！

　学びの杜ののいち カ
レードやにぎわいの里の
のいち カミーノの開館、
旧北国街道の活用など
野々市の魅力に、ますま
す磨きがかかった 10年
間でした。
　これからも、議会の活
性化や改革に努め、市民
の皆さんが充実した生活
を野々市で送れるように、
議員一同取り組んでいき
ます。

　小学１年生のときから、
６年生の現在までフォルテ
児童合唱団で活動してきま
した。マナビィフェスタや
椿まつりなど発表のステー
ジで、きれいにハモれたり、
拍手してもらえたりすると
とても嬉しいです。これか
らも、もっといろんな音楽
にふれてチャレンジしてい
きたいです。

市老人クラブ連合会
西田　治夫 会長

市公式キャラクター
のっティ

　10 年前、新しい市名の
候補として、「ののいち市」
や「椿市」など、いろいろ
な案があったことを覚えて
います。採用された「野々
市市」は、平坦な土地を表
す「野」に人が集まる「市」
が二つも入っていて、10
年間でますますにぎやかに
なっている野々市にぴった
りの市名だったと思います。

　この 10年間、土地区画
整理事業も進み、新たな街
並みとともに人口も増え続
けてきました。「住みよい街」
の評価も頂いていますが、
市民の皆さんがさまざまな
ことに挑戦し活躍され、次
代を担う子どもたちがのび
のびと成長する姿こそ野々
市の象徴であり、何よりも
大きな誇りです。これから
も、皆さんが輝き続けられ
る野々市市を目指していき
ます。

　2019 年に地元長野県で
起こった河川氾濫。そこで
ボランティアをした経験か
ら、防災や減災への興味が
高まり金沢工業大学工学部
に入学、授業以外でも活動
がしたくてＳｏＲＡに入り
ました。学んだ知識や経験
を生かして、将来は地元や
大好きな野々市で、地域に
寄り添いながら災害から暮
らしを守る仕事に就きたい
です。

　平成 23年の市誕生記念
公演をきっかけに結成し、
大人から子どもまでみんな
が楽しめる演劇をテーマに
活動しています。市内での
イベント出演や定期公演の
開催に向けて１年１年全力
で走り続けてきました。
　皆さんに演劇を身近に感
じてもらい、気軽におしば
いに参加してもらえるよう
になったらいいなと思いま
す。新メンバーを絶賛募集
中です！

市老人クラブ連合会で
は、平成 29年から、30
分に１回立ち上がる取り組
み、STAND UP 301（ス
タンドアップさんまるい
ち）を推進してきました。
足腰の衰えや脳梗塞の予防
につながるので、皆さんも
ぜひやってみてください。
健康第一に、これからも
野々市のためにできること
をしていきたいです。

平成23年 11月 11日、単独で市制を実 現し、県内11番目の市として新たなスター
トを切った野々市市。令和３年11月11日、 晴れて10年の節目を迎えます。
　これまで市民の皆さんと一緒に築いてき た歴史や文化をさらに深め、ますます魅力
的な野々市市に向かって、次の 10年、20 年と歩んでいきます。
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■
平
成
23
年

・
野
々
市
市
誕
生

■
平
成
24
年

・
の
っ
テ
ィ
に
特
別
住
民
票
を
交
付

・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ん
キ
ー
の
実
験
運
行

を
開
始

・
市
第
一
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

■
平
成
25
年

・
住
民
基
本
台
帳
人
口
が
５
万
人
を
突
破

・  

市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
い
い
日
、

野
々
市
」
開
設

・  

館
野
小
学
校
、
布
水
中
学
校
創
立
30
周

年
記
念
式
典
を
挙
行

■
平
成
26
年

・  

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
の
策
定

・  

市
全
体
を
対
象
と
し
た
市
総
合
防
災
訓

練
を
初
実
施

・
野
々
市
市
観
光
物
産
協
会
を
設
立

■
平
成
27
年

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
施
行

・
つ
ば
き
の
郷
公
園
が
開
園

■
平
成
28
年

・  

富
樫
氏
の
歴
史
を
描
い
た
漫
画
『
八は
ち

曜よ
う

の
剣け
ん
』
発
売

・
市
制
施
行
５
周
年

■
平
成
29
年

・  

愛
と
和
花
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
の
い
ち

椿
館
が
開
館

・  

第
27
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
野
々
市
大
会

を
開
催

・
学
び
の
杜
の
の
い
ち
カ
レ
ー
ド
が
開
館

■
平
成
30
年

・
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
開
業
50
周
年

・  

末
松
廃
寺
跡
か
ら
「
女
子
像
が
線
刻
さ

れ
た
土
製
品
」
が
出
土

■
平
成
31
年
・
令
和
元
年

・
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
開
始

・  

手
話
言
語
・
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
条
例
の
施
行

・  

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち
カ
ミ
ー
ノ

が
開
館

■
令
和
２
年

・  

野
々
市
中
央
公
園
が
国
際
優
秀
つ
ば
き

園
に
認
定

・  

東
洋
経
済
新
報
社
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ2020

」
で
初
の
全
国
１
位
と

な
る

・  

い
し
か
わ
大
学
連
携
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ

（i-BIRD

）
内
に
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス

野
々
市
を
開
設

■
令
和
３
年

・  

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
人
口
速
報
集
計

で
、
市
の
人
口
が
５
万
７
千
２
６
０
人

と
発
表
さ
れ
る

【
特
別
ア
ン
ケ
ー
ト
】

そ
の
①

「
あ
な
た
が
思
う

野
々
市
の

　
　

魅
力
は
？
」

・
県
内
ど
こ
へ
で
も
ア
ク

セ
ス
が
良
い
。
車
が
な
く

て
も
、
の
っ
テ
ィ
、
北
鉄
、

Ｊ
Ｒ
で
楽
々
で
す
。
金
沢

市
に
く
ら
べ
、
街
が
落
ち

着
い
て
い
る
所
も
魅
力
と

思
い
ま
す
。（
40
代
男
性
）

・
創
業
支
援
な
ど
も
充
実

し
て
い
る
の
で
、
市
民
が

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

や
す
い
こ
と
も
魅
力
的
で

す
。
そ
し
て
何
よ
り
の
っ

テ
ィ
の
愛
ら
し
さ
は
私
に

と
っ
て
癒
し
で
す
。

　
　
　
　
　
（
30
代
女
性
）

・
活
気
が
あ
っ
て
、
今
後

ま
す
ま
す
い
い
市
に
な
り

そ
う
な
期
待
を
も
て
る
と

こ
ろ
。
各
公
共
施
設
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
取
り

組
み
も
、
セ
ン
ス
が
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
20
代
女
性
）

・
人
が
生
活
す
る
う
え

で
必
要
な
施
設
、
店
な

ど
が
市
内
の
ど
の
地
域

に
住
ん
で
い
て
も
比
較

的
近
く
に
存
在
す
る
。

ま
た
隣
接
の
金
沢
市
、

白
山
市
で
は
大
型
商
業
施

設
が
存
在
し
便
利
で
あ

り
、
白
山
市
の
大
き
な
自

然
を
堪
能
で
き
る
。

（
60
代
男
性
）

※
広
報
野
々
市
９
月
号
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
に

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
抜
粋

【
特
別
ア
ン
ケ
ー
ト
】

そ
の
②

「
野
々
市
内
で

好
き
な
場
所
は
？
」

・
学
び
の
杜
の
の
い
ち
カ

レ
ー
ド

子
供
の
本
が
多
く
大
人

の
私
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、

本
を
子
供
達
と
読
ん
で
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
の
ひ
と
休

み
も
好
き
で
す
！

（
40
代
女
性
）

・
押
野
公
民
館

い
つ
も
手
作
り
作
品
が

飾
っ
て
あ
っ
て
興
味
が
わ

く
、
素
敵
だ
な
ぁ
や
っ
て

み
た
い
な
ぁ
と
。

（
40
代
女
性
）

・
市
役
所
の
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
裏
か
ら
川
沿
い
に

整
備
さ
れ
た
散
歩
道

こ
れ
か
ら
の
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
歩
道
横
に
植
え

ら
れ
た
木
々
が
紅
葉
を
む

か
え
非
常
に
良
い
風
情
を

感
じ
る
。
（
60
代
男
性
）

・
野
々
市
市
役
所
の
広
場

子
ど
も
と
散
歩
を
し
て

い
る
と
た
く
さ
ん
の
方
が

可
愛
い
ね
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
り
、
犬
を
散
歩
さ

れ
て
い
る
方
が
犬
を
見
せ

て
く
れ
た
り
と
ち
ょ
っ

と
し
た
事
で
す
が
、
人
と

の
関
わ
り
が
あ
り
と
て
も

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

（
20
代
女
性
）

※
広
報
野
々
市
10
月
号
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
に

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
抜
粋

市制施行 ��周年＆広報第 ��� 号記念

広報紙面で振り返る

野々市のあゆみ
History of NonoichiCity

　広報野々市は昭和30年７月１日に創刊し、今月で800号を迎えました。広報紙はまちのできごとやお知らせ
を伝える情報紙であると同時に、野々市の歴史を後世に残す大切な記録でもあります。これまで発行した広報紙
の表紙とともに、市制施行から現在までのあゆみを振り返ります。

平成23年11月１日号
野々市市誕生！
当時の人口数　47,699人

平成24年５月１日号
市役所の組織に市民協働課
を新設。市民協働のまちづ
くりが本格的にスタートし
ました。
当時の人口数　48,196人

平成25年７月１日号
広報第 700号を迎え、題
字のデザインを変更。野々
市がひらがなから漢字にな
りました。
当時の人口数　50,018人

掲載の人口数は住民基本台帳に基づくもの

平成27年３月１日号
運用が始まった防災行政無
線が表紙。夕方の「夕焼け
子焼け」はすっかり耳なじ
みになりましたね。
当時の人口数　51,127人

平成29年３月１日号
ツバキ愛好家が集う全国椿
サミット野々市大会が開催。
サミットのために、アニメー
ション映画監督米林宏昌さ
んが書き下ろしたイラスト
が目を引きます。
当時の人口数　51,809人

平成30年11月１日号
末松廃寺跡で「女子像が線
刻された土製品」が出土。
全国初の出土例として話題
になりました。
当時の人口数　52,512人

令和元年５月１日号
平成から令和への改元に合
わせ、題字のデザインを変
更。館野小の元気な子ども
たちの写真とともに新たな
スタートを切りました。
当時の人口数　52,469人

平成28年11月１日号
市制施行５周年を記念して、市民
の皆さんから写真を募集しました。
当時の人口数　51,752人
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